
表紙：第 50 回みなと祭　花火大会〔7/25（水）・三島港〕

特集
さようなら四国中央市本庁舎　思い出をいつまでも
9月 18 日（火）から新庁舎で業務を開始します

「がん」についてのおはなし
平成 29 年度財政公表
救急医療を守ろう
ヒューマンヒストリー～ルーツ～

四国中央市データ

　　7月末日現在（前月比）

人口  男　42,840人 （-55）

　　  女　45,005人 （-43）

　　  計　87,845人 （-98）

世帯　38,849世帯　 （-60）

四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」
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議事堂閉場セレモニー

市本庁舎閉庁式

9 月 21 日（金）本会議終了後
市役所 5階　議事堂
式典、記念撮影など
※どなたでも見学できますが、席に限りがあります
議事調査課　28-6048

9 月 28 日（金）17：00 ～
市役所 2階　ロビー
式典、三島高等学校吹奏楽部演奏など
総務調整課　28-6002
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旧市庁舎（現伊予三島郵便局）での市制式典

篠永恭一初代市長ら幹部が旧市庁舎で

法皇トンネル開通式

三島公園完成

本庁舎南に完成した伊予三島市民会館

市民会館の隣に完成した勤労青少年ホーム

現保健センターの場所にあった旧市民プール

現在地に本庁舎が完成

本庁舎市長室で森川孝夫第 2代市長ら幹部

伊予三島商工会議所会館が本庁舎西隣に

本庁舎前での東中バレー部全国優勝報告会

篠永善雄第 3代市長が初登庁

H11 子ども太鼓統一寄せ（本庁舎周辺） 市立図書館が本庁舎東側に完成

四国初の高速道路が本市で開通

伊予三島運動公園の全景

本庁舎北隣に福祉会館完成

天皇・皇后両陛下行幸啓

本庁舎東側に保健センター完成

富郷ダム竣功式

合併調印式での知事と 4市町村長

本庁舎前での四国中央市誕生セレモニー

初登庁した井原巧初代四国中央市長

本庁舎 2階に開設した市民総合窓口センター

本庁舎2階のケーブルテレビのモニター

映画書道ガールズの本庁舎前でのロケ風景

「しこちゅ～」が本庁舎 2階ロビーで

初登庁した篠原実第 2代市長

本庁舎南に完成した消防防災センター

閉庁する本庁舎と 9月 18 日から業務が引き継がれる新庁舎
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9 月 18 日（火）から
新庁舎で業務を開始します

　市役所新庁舎の庁舎棟及び市民交流棟の完成に伴い、9月 18 日（火）から新庁舎で業務を開始します。
　なお、これまで現在の市役所に隣接する福祉会館や商工会館などで業務を行っていた福祉部や経済部、教育委
員会事務局などの各課も新庁舎へ移転しますので、ご来庁の際はご注意ください。
　フロアマップなど新庁舎の詳細は、広報 10 月号でお知らせします。

○新庁舎の住所：従来の「三島宮川 4-6-55」から変更はありません。

○電話番号：市役所代表（28-6000）、各課ダイヤルインともに変更はありません。

【問い合わせ】新庁舎・文化ホール整備課　28-6022

庁舎棟

6階 議会事務局　※市議会定例会の会期中のため、9月 25 日（火）から新庁舎で業務を開始します

5 階 総務調整課　人事課　秘書課　監査委員事務局
4階 学校教育課　教育総務課　生涯学習課　文化・スポーツ振興課　情報政策課

3階
産業支援課　観光交通課　国土調査課　政策推進課　地域振興課　財政課　管理課
新庁舎・文化ホール整備課　人権施策課　選挙管理委員会事務局

2階 こども課　生活福祉課　高齢介護課　生活環境課
1階 市民窓口センター　会計課　国保医療課　税務課　市民くらしの相談課

市民交流棟 1階 ボランティア市民活動センター　市観光協会

新庁舎の各課配置〔9月 18 日（火）から　※議会事務局を除く〕

　新庁舎庁舎棟に隣接した東駐
車場が利用できるようになりま
す。
　ゲート式駐車場となりますの
で、入り口で駐車券をお取りく
ださい。市役所にご用がある方
は無料ですので、庁舎内で駐車
券の無料処理を受けてくださ
い。
※満車の場合は、三島図書館東
側駐車場などをご利用ください

駐車場のお知らせ

現在の
市役所

庁舎棟
市民
交流棟

東駐車場
（71 台）

N

出入口

出口専用

連絡通路

愛媛新聞
ビル

正面玄関

9 月 18 日（火）
8時 15 分～
新庁舎庁舎棟 1階
正面玄関前
総務調整課　28-6002

新庁舎
オープニングセレモニー
新庁舎
オープニングセレモニー

車寄せ玄関

（時間外受付）



「がん」についてのおはなし
　日本人の死因の第 1 位は「がん」です。日本人の 2 人に 1 人が「がん」にかかり、3 人に 1 人が「がん」

で亡くなっています。「がん」は早期に発見するほど、治る確率が高くなります。

生活習慣を見直して「がん」を予防しましょう！
　五つの健康習慣に取り組むことで、将来「がん」になるリスクはほぼ半減します。

禁煙する 節酒する 食生活を
見直す 身体を動かす 適正体重を

維持する

早期発見のためには「がん検診」が大切です！
　どんなに生活習慣に気をつけていても、「がん」を予防できないこともあります。早期の「がん」は自覚症状がな
いため、検診で早く見つけることが大切です。

早期がんとは、1～ 2㎝のがん細胞のことです

発生 1㎝
2㎝

15 年 1 ～ 2 年

市が実施しているがん検診の種類

男性 女性

肺がん

胃がん

大腸がん

前立腺がん

肺がん

胃がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

がん検診を受けましょう！

第 15 回 健康まつり
と　き　10 月 6 日（土）9時～ 13 時

ところ　保健センター

1 階 総合健診
各種がん検診などを実施します。詳しくは、お
問い合わせください。

予約制

【申し込み・問い合わせ】保健センター　28-6054

※有料（一部無料あり）

2階 各種イベント
健康などに関するさまざまなイベントを行いま
す。ご家族・ご友人お誘い合わせのうえ、ご来
場ください！

※無料

「骨量チェック」を実施します！

健康まつり当日のみ、20 歳～ 80 歳の
方ならどなたでも、自己負担 2,000 円
で骨粗しょう症検診が受けられます。
※先着順

昨年の健康まつりの様子

予約制

一般的な検査で見つかるのは 1 ㎝以上の細胞で

すので、この 1 ～ 2 年の間に「がん」を見つけ

ることが大切です！



　　平成 29 年度　財政公表
　

　市では毎年 2回、市民のみなさんに納めていただいた税金や国・県からの補助金などがどのように使われたのかを

お知らせするため、財政状況の公表を行っています。

　今回は、平成 29 年度末における歳入歳出予算の執行状況と平成 29 年度中に実施した主な事業の実施状況をお知ら

せします。

歳　出　379 億 366 万円（前年度比△ 11.9％）

　財政課
　28-6007

市税
152 億 2,426 万円
（37.8％）

自主

財源

52.1％

依存

財源

47.9％

分担金及び負担金
5億2,019万円（1.3％）

使用料及び手数料
8億 3,487万円（2.1％）

財産収入・寄附金・諸収入
8億 9,204 万円（2.2％）

繰入金 12 億 9,841 万円（3.2％）

地方交付税
59 億 903 万円
（14.7％）

県支出金
22億4,785万円（5.6％）

市債
38 億 9,320 万円
（9.7％）

その他の交付金
19 億 1,492 万円（4.7％）

地方譲与税
3億4,058万円（0.8％）

国庫支出金
50億1,125万円（12.4％）

歳　入　403 億 1,059 万円（前年度比△ 10.9％）

義務的

経費

50.2％

その他

経費

33.6％

投資的

経費

16.2％

維持補修費
2億 9,117 万円（0.8％）

補助金など16億9,270万円（4.4％）

物件費46億2,268万円（12.2％）

投資及び出資金・貸付金
2億 5,450 万円（0.7％）

繰出金49億7,154万円（13.1％）

扶助費
75億8,923万円（20.0％）

人件費
69億2,091万円（18.3％）

普通建設事業費
（災害復旧費含む）
61 億 3,981 万円（16.2％）

積立金8億9,985万円（2.4％）

【一般会計】
　行政サービスの提供や市民生活に欠かせない道路・橋りょうなどの整備をはじめとする、行政運営の基本的な経費
を計上しているのが一般会計です。
　平成 29 年度の一般会計当初予算額は 359 億 7,000 万円でしたが、平成 28 年度から繰り越してきた額や補正予算額
により、年度末の予算現額は 404 億 8,577 万円となりました。予算現額に対する歳入額（収入済額）は 403 億 1,059
万円で、歳出額（支出済額）は 379 億 366 万円となり、良好な財政状況を維持しています。

　歳入は、市税や公共施設の使用料などの
自主的に収入できる自主財源と、国から交
付される地方交付税や国庫支出金、県から
交付される各種交付金などの依存財源に大
別されます。
　自主財源は、景気回復基調を背景とした
企業収益や個人所得の改善に伴い、昨年度
に引き続き市税が伸びたことから増収とな
りました。また、依存財源は、昨年度のよ
うな大型建設事業（市民文化ホール・新庁
舎の工事着手）に伴う多額の市債の発行が
なかったため、減収となっています。歳入
全体では、49 億 1,727 万円（前年度比△
10.9％）の減収となっています。

　歳出は、人件費や扶助費などの義務的経
費、道路・公園・公共施設などの社会資本
を整備するための投資的経費、市内の各種
団体への補助金や将来の支出に備えた積立
金などのその他経費の3つに大別されます。
　投資的経費は、昨年度のような大型建設
事業に伴う多額の支出がなかったため減額
となりました。義務的経費は、昨年度、市
債の繰上償還を行ったため一時的に公債費
が増額となっていましたが、平成 29 年度
は一時的な支出がなかったため減額となっ
ています。また、その他経費は、将来の市
債の償還に備えて減債基金への積み立てを
行ったことなどにより増額となっていま
す。歳出全体では、51 億 21 万円（前年度
比△ 11.9％）の減額となっています。

公債費
45億2,127万円（11.9％）

繰越金22億2,399万円（5.5％）



安心 ・安全なまちづくり

○小・中学校の耐震化事業（非構造部材耐震化）
　1億 1,969 万円
○社会資本整備総合交付金事業（道路・橋りょう　   
  の長寿命化・修繕）　4億 2,261 万円

○市民一人あたりの市税負担額

 市民税  　64,917 円
 固定資産税 　 97,993 円
 その他  　 9,904 円

合計 　172,814 円

平成 29 年度中の市の歳入・歳出額を「市民一人あたり」で考えると

税金の負担額は約 17 万円、行政サービス額は約 43 万円です

　市民のみなさんにご負担いただいた税金の額（歳入のうち市税
の額÷平成 29 年度末人口 88,096 人）は一人あたり 172,814 円と
なり、市が提供したサービス額（歳出総額÷平成 29 年度末人口）
は一人あたり 430,254 円になります。

○市民一人あたりの行政サービス額

費目 平成 29 年度
支出額

一人あたりの
行政サービス額

 議会費（市議会の運営） 　 2 億 5,468 万円 　　2,891 円
 総務費（住民票や戸籍、課税事務、市役所の運営など） 　38 億 1,948 万円  　43,356 円
 民生費（子育て支援や高齢者福祉、障がい者福祉など）  142 億 4,920 万円 　161,747 円
 衛生費（健康づくりやごみ処理、公衆衛生など） 　25 億 4,371 万円 　 28,874 円
 労働費（勤労者福祉や就労支援など）    　　4,603 万円   　　522 円
 農林水産業費（農林水産業の振興など） 　10 億 7,569 万円 　 12,211 円
 商工費（商工業振興や企業誘致、観光振興など） 　 8 億 2,232 万円 　　9,335 円
 土木費（道路や橋りょう、公園などの整備、都市計画など） 　44 億 2,951 万円 　 50,280 円
 消防費（消防・防災や救急活動など）   15 億 5,024 万円 　 17,597 円
 教育費（学校施設の建設や社会教育、スポーツ振興など） 　45 億 6,279 万円 　 51,793 円
 公債費（借入金の返済） 　45 億 2,127 万円 　 51,322 円
 災害復旧費（災害復旧） 　   　2,874 万円 　　　326 円

合計  379 億  366 万円 　430,254 円

平成 29 年度に実施した事業にかかる歳出額～主な重点事業～

産業支援

○企業立地促進事業　4,411 万円
○愛媛大学紙産業コース施設整備補助　4,970 万円

弱者にやさしいまちづくり

○デマンドタクシー運営費　4,137 万円
○こども医療費　3億 6,804 万円

まちの活性化 （魅力ある地域づくり）

○地方創生推進事業　2,115 万円
○地域おこし協力隊事業　1,547 万円
○地域コミュニティ活性化事業　218 万円

暮らしやすいまちづくり

○都市公園事業　1億 7,810 万円
○空家等対策事業　1,998 万円

子育て支援

○紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業　
　3,468 万円
○認定こども園整備事業　9,296 万円

川之江地区整備事業（川之江ふれあい
交流センター新築など）
9億 6,888 万円

国民体育大会開催事業
2億 8,895 万円

愛媛大学紙産業コース施設整備補助
4,970 万円

他にも、「あったか協働都市」の実現に向け、幅広い分野で事業を実施しました。

浜公園野球場 川之江ふれあい交流センター 愛媛大学紙産業イノベーションセンター（妻鳥町）



　

市
議
会
９
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
四
国
中
央
市
議
会
第
３
回
定
例
会

は
、
次
の
日
程
で
開
催
予
定
で
す
。

※
場
所
は
現
庁
舎
で
行
い
ま
す

 

　
議
事
調
査
課  

28
・
６
０
４
８

 9 月 14 日（火）10：00 ～ 本会議（初日）

 9 月 11 日（火）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 9 月 12 日（水）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 9 月 13 日（木）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 9 月 14 日（金）  9：30 ～ 常任委員会（総務市民）

13：00 ～ 常任委員会（教育厚生）

 9 月 18 日（火）  9：30 ～ 常任委員会（産業建設）

 9 月 21 日（金）10：00 ～ 本会議（最終日）

…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

※日程は、変更される場合があります。ホームページ

をご覧になるか議事調査課にお問い合わせください

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
係
る

　

義
援
金
の
募
集

　

県
、
県
共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
県

支
部
で
は
、
こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
の
専
用
口
座
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
義
援
金
は
市
町
を
通
じ

て
被
災
者
へ
の
支
援
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

県
会
計
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
７
０

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の

　

一
時
利
用
停
止
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

の
移
設
の
た
め
、
次
の
と
お
り
一
時
利
用
停

止
と
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

一
時
利
用
停
止
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

○
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
防
災
有
線
告
知
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

○
防
災
有
線
告
知
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
音
声
放
送

（
一
部
地
域
）

停
止
期
間　

　

９
月
７
日
（
金
）
22
時
～
８
日
（
土
）
７
時

　

総
務
調
整
課　

28
・
６
０
０
２

「しこちゅ～ホール」

※参加賞の 10名については抽選を行いました。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます

　平成 30年 5月 18日から 6月 15日の間で愛称を募集したところ、

302 点の応募がありました。多数のご応募ありがとうございました。

　愛称の選定は、市民文化ホール開館記念事業検討委員会などで検

討し選定されました。選定された「しこちゅ～ホール」はたくさん

の方から応募がありましたので、抽選した結果、曽
そ か べ

我部俊
しゅんすけ

祐くん（土

居町上野）が名付け親に選ばれました。

《選定理由》

　「しこちゅ～」は本市のマスコットキャラクターの名前で市民に

親しまれており、非常によく知られています。また、ゆるキャラⓇ
グランプリにも出場し、全国的にも認知されるようになりました。

　市民文化ホールは、市民に愛され親しまれる施設を目指しており、

愛称を「しこちゅ～ホール」とすることで地元に密着したホールと

なり、また、県外からは「しこちゅ～」といえば「四国中央市」と

イメージしてもらえるよう期待を込めて選定したものです。

問い合わせ先

新庁舎・文化ホール整備課

28-6022

名付け親　曽
そ か べ

我部俊
しゅんすけ

祐くん　

（関川小学校 5年生）

　この愛称にすることで四国

中央市を知ってもらえないか

な？と思い応募しました。大

勢の中から選ばれてうれしい

です。まさか自分が選ばれる

と思っていなかったので本当にびっくりしました。

四国中央市のマスコットキャラクターのしこちゅ

～を市民文化ホールの愛称にしてPRしようと思い

ました。この名前になった市民文化ホールを、み

なさんが明るく利用してくれるのがとても楽しみ

です。この名前がこれからもずっと残り、そして、

受け継がれていくとうれしいです。

市民文化ホールの愛称が決定しました！



　

防
災
有
線
告
知
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

防
災
情
報
な
ど
を
市
内
放
送
で
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
知
ら
せ
す
る
防
災
有
線
告
知
シ
ス
テ
ム

は
、
音
声
放
送
の
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
多
様
な

方
法
で
放
送
内
容
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
、
放
送
内
容
の
ご

確
認
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
夜
間
や
休
日
な
ど
に
お
け
る
火
災
放
送
や

地
区
放
送
な
ど
の
場
合
、
確
認
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い

防
災
・
広
報
メ
ー
ル

　

登
録
し
て
お
く
と
音
声
放
送
の
内
容
を

メ
ー
ル
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
登
録
方
法
】

　

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
っ
た
ア
ド
レ

ス
ま
た
は
次
の
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に

「
件
名
、
本
文
」
が
空
欄
の
空
メ
ー
ル
を
送
信
。

　

送
信
後
、
返
信
メ
ー
ル
が
届

き
登
録
が
完
了
し
ま
す
。

　

d
i
s
s
-
m
l
m
g
-
e
n
t
r
y
@
b
o
u
s
a
i
.

shikokuchuo.jp

テ
レ
ガ
イ
ド

　

次
の
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
て
音
声
放

送
の
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
無
料
）
。

　

０
１
２
０
・
４
５
９
・
８
６
０
（
０
１
２
０
・

シ
コ
ク
・
ハ
ロ
ー
と
覚
え
ま
し
ょ
う
）

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
「　

１
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　

防
災
有
線
告
知
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

実施日 地区 実施場所 開始時間

9/9

（日）

上　分 上分小学校体育館  9：00

二　名
二名ふれあい館

（旧川之江公民館二名分館）
 9：40

山田井 生きがい研修センター 10：10

金　砂 嶺南体育館 11：30

富　郷 林業研修センター 12：00

9/15

（土）

長　津 長津小学校体育館 10：00

小富士 小富士小学校体育館 10：30

関　川 関川小学校体育館 11：00

土　居 農村環境改善センター 13：00

天　満 天満公民館 13：30

蕪　崎 蕪崎公民館 14：00

平成 30 年度敬老会開催日程

※昨年から実施場所が変更となっています

実施日 地区 実施場所 開始時間

9/16

（日）

川　滝 川滝小学校体育館  9：00

金　田 金田公民館  9：30

妻　鳥 妻鳥公民館 10：00

下　分 川之江文化センター※ 10：40

切　山 切山集会所 12：00

川之江 川之江ふれあい交流センター※ 13：30

9/17

（月・祝）

中曽根 中曽根公民館  9：30

三　島 福祉会館 10：00

中之庄 中之庄公民館 10：40

寒　川 寒川公民館 11：10

豊　岡 豊岡公民館 13：00

松　柏 松柏小学校体育館 13：40

9/22

（土）
新　宮 霧の森交湯～館 11：00

　長年、地域の発展に貢献してこられた高齢者の方に敬意を表し、75 歳以上の高

齢者の方を対象に敬老会を実施します。対象者には各地区単位でご案内します。

日時と場所は下記のとおりです。

　高齢介護課　　　28-6024

　川之江福祉窓口　28-6182

　土居福祉窓口　　28-6321

　新宮福祉窓口　　28-6403

の
テ
ロ
ッ
プ
に
、
音
声
放
送
の
内
容
が
掲
載

さ
れ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

総
務
調
整
課　

28
・
６
０
０
２

　

災
害
時
な
ど
の
連
絡
先
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
や
災
害
の
発
生
す
る
恐
れ
の

あ
る
時
に
は
、
災
害
対
策
本
部
と
各
地
域
に

災
害
対
策
支
部
を
設
置
し
ま
す
。

　

災
害
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
次
の
と
こ
ろ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

本部・支部 場　所 電話番号

市災害対策本部 消防防災センター 28-6000

川之江災害対策支部
消防団川之江方面隊本部詰所
（川之江文化センター南）

28-6200

三島災害対策支部
消防団伊予三島方面隊本部詰所
（旧消防署三島分署）

28-6111

土居災害対策支部
消防団土居方面隊本部詰所
（土居窓口センター南）

28-6315

新宮災害対策支部
消防署新宮分遣所
（長瀬生活改善センター隣）

28-6401

*



は
含
ま
れ
ま
せ
ん

受
付
期
間 

９
月
３
日
（
月
）
～
10
月
１
日
（
月
）

　

建
築
住
宅
課　

空
家
等
対
策
室

　

28
・
６
１
８
４

　

老
朽
危
険
空
家
除
却
の
補
助
を

　

行
い
ま
す

　
市
で
は
、
公
共
の
福
祉
と
地
域
の
住
環
境

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
老
朽
化
に
よ
っ
て

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
空
き
家
を
除
却

す
る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
一
部
に
対
象
と
な
ら
な
い

地
域
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
空
家

　

個
人
が
所
有
し
て
い
る
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅
（
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
部

分
で
あ
る
こ
と
）
の
う
ち
、
次
の
３
つ
の
条

件
を
満
た
す
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
居
住
、
そ
の
他
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　

が
常
態
化
し
て
い
る
も
の

○
腐
朽
、
破
損
な
ど
が
一
定
の
基
準
を
満
た

　

す
も
の

○
倒
壊
し
た
場
合
に
、
道
路
と
の
境
界
を
越

　

え
、
災
害
時
の
避
難
行
動
な
ど
に
支
障
を

　

き
た
す
恐
れ
が
あ
る
も
の
、
ま
た
は
隣
地

　

と
の
境
界
を
越
え
、
隣
地
に
悪
影
響
を
及

　

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
も
の

補
助
対
象
者

　

対
象
と
な
る
空
き
家
の
所
有
者
な
ど

補
助
金
額

　

補
助
対
象
工
事
費
に
５
分
の
４
を
乗
じ
た

金
額
（
最
高
80
万
円
）

※
補
助
対
象
工
事
は
、
一
定
の
資
格
を
有
す

る
業
者
が
請
け
負
う
工
事
に
限
ら
れ
、
取
り

壊
し
後
の
整
地
工
事
費
、
地
下
埋
設
物
の
除

却
、
家
財
道
具
の
処
分
な
ど
に
要
す
る
費
用

　　

国
民
年
金
「
付
加
保
険
料
」

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加

保
険
料
を
納
め
る
と
、
亡
く
な
る
ま
で
老
齢

基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
付
加
年
金
を
受
け
取

れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付
加

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

付
加
保
険
料　

月
額
４
０
０
円

付
加
年
金
受
給
額
（
年
額
）

　

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

【
例
】
保
険
料
を
１
年
間
（
12
か
月
）
納
め

た
場
合
、
保
険
料
は
４
８
０
０
円
、
受
給
額

は
２
４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
毎
年
受
け
取

れ
ま
す
の
で
、
２
年
間
受
け
取
る
と
支
払
っ

た
保
険
料
と
同
額
に
な
り
、
３
年
目
以
降
は

お
得
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
年
金
手
帳
、
認
め
印

※
代
理
の
場
合
は
右
記
の
も
の
に
加
え
、
委

任
状
と
代
理
の
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
８

　

国
民
健
康
保
険
を
使
っ
た
柔
道
整
復
師

　

（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の
か
か
り
方

　
整
骨
院
や
接
骨
院
で
、
捻
挫
や
打
撲
な
ど

に
対
し
て
施
術
を
行
う
専
門
家
が
柔
道
整
復

師
で
す
。
施
術
を
受
け
る
際
は
、
国
民
健
康

保
険
が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
保
が
使
え
る
場
合

○
骨
折
・
脱
臼
（
応
急
手
当
の
場
合
を
除
き
、

　

医
師
の
同
意
が
必
要
）

○
外
傷
性
の
打
撲
、
捻
挫
及
び
挫
傷
（
肉
離       

　

れ
を
含
む
）

国
保
が
使
え
な
い
場
合

○
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的
な
要
因
か
ら

　

く
る
）
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

○
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状
の

　

改
善
の
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

○
整
形
外
科
や
外
科
で
同
じ
負
傷
な
ど
を
治

　

療
中
の
も
の

○
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中
や
通
勤

　

途
上
で
の
負
傷
な
ど

施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
点

○
負
傷
原
因
（
い
つ
、
何
を
し
て
、
ど
ん
な

　

症
状
か
）
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
整
骨
院
な
ど
か
ら
渡
さ
れ
た
療
養
費
支
給

　

申
請
書
の
内
容
（
負
傷
名
、
負
傷
原
因
、

　

施
術
日
な
ど
）
を
確
認
し
て
署
名
ま
た
は

　

押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
領
収
書
を
も
ら
っ
て
保
管
し
て
お
き
、
市

　

か
ら
送
付
さ
れ
る
医
療
費
通
知
で
金
額
、

　

日
数
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
施
術
が
長
期
に
な
る
場
合
は
、
内
科
的
要

　

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
改
定

　

市
で
は
住
宅
な
ど
建
築
物
の
耐
震
化
を
促

進
す
る
た
め
、
平
成
20
年
３
月
に
「
四
国
中

央
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
ま
た
今
後
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
も
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す

る
た
め
、
同
計
画
を
改
定
し
ま
し
た
。

主
な
改
定

耐
震
化
率
の
目
標
の
設
定

主
な
取
り
組
み

○
木
造
戸
建
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
の
補
助

　

耐
震
診
断
技
術
者
の
派
遣
及
び
診
断
費
用

の
一
部
を
補
助

○
木
造
戸
建
住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
の
補
助

　

耐
震
改
修
設
計
・
工
事
・
工
事
監
理
費
用

の
一
部
を
補
助

○
住
宅
耐
震
化
促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助

　

耐
震
化
工
事
と
同
時
に
施
工
す
る
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
の
改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助

※
詳
し
く
は
広
報
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

同
計
画
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

建
築
住
宅
課　

28
・
６
１
８
３

住
宅
の
耐
震
化
率

77
・
４
％
（
平
成
25
年
度
）

多
数
の
人
が
利
用
す
る
建

築
物
な
ど
の
耐
震
化
率

74
・
１
％
（
平
成
28
年
度
）

平
成
32
年
度
末

85
％

平
成
32
年
度
末

90
％



　

四
国
中
央
都
市
計
画
道
路
の

　

変
更
・
廃
止
案
の
縦
覧

　
９
月
４
日
（
火
）
～
18
日
（
火
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

　

都
市
計
画
課
（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
）

　

県
都
市
計
画
課
（
県
庁
第
２
別
館
３
階
）

縦
覧
内
容

　

廃
止
予
定
路
線
…
９
路
線
（
一
部
廃
止
を

含
む
）

　

変
更
予
定
路
線
…
塩
谷
川
東
線
（
川
之
江

三
島
バ
イ
パ
ス
）
ほ
か
４
路
線

意
見
書

　

縦
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
期
限　

９
月
18
日
（
火
）
ま
で

　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

県
都
市
計
画
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
３
８

　

因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断

　

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
交
通
事
故
な
ど
の
場
合
は
、
市
に
届
出
が

　

必
要
で
す
。

　

国
保
医
療
課　

28
・
６
０
２
０

　

９
月
は
「
屋
外
広
告
物
適
正
化

　

推
進
強
化
月
間
」

　

広
告
物
の
内
容
な
ど
を
確
認
し
、
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

　

美
し
い
景
観
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
再

び
訪
れ
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
違
反
屋
外
広
告

物
適
正
化
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
際
に
許
可

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
エ
リ
ア

　

国
道
11
号
バ
イ
パ
ス
、
上
分
町
県
道
川
之

江
大
豊
線
交
差
点
付
近
か
ら
下
柏
町
本
郷
交

差
点

調
査
対
象
物　

　

市
長
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
広
告
物

調
査
内
容　

　

屋
外
広
告
物
の
種
類
や
設
置
状
況
、
面
積

な
ど

※
調
査
は
事
業
所
な
ど
の
敷
地
に
立
ち
入
る

場
合
も
あ
り
ま
す

　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

城
山
公
園
の
園
路
改
修
工
事

　　

城
山
公
園
東
側
園
路
（
古
町
側
）
の
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
車
で
お
越
し

の
方
は
西
側
園
路
（
西
新
町
側
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

通
行
規
制
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　

平
成
31
年
１
月
末
ま
で

　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
貸
し
出
し
の

　

予
約
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
市
で
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
用
品

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
）
の
貸
し
出
し
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
は
通
年
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
希
望
が
集
中
す
る
期
間
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
予
約
申
請
の
手
続
き
を
行
い
、

重
複
し
た
場
合
は
抽
選
を
実
施
し
た
う
え
で

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
対
象
期

間
に
利
用
を
検
討
し
て
い
る
団
体
は
、
予
約

申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
予
約
申
請
を
行
わ
な
く
て

も
、
対
象
期
間
中
の
利
用
申
請
は
可
能
で
す

が
、
予
約
申
請
を
行
っ
た
団
体
の
利
用
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
期
間

　

10
月
１
日
（
月
）
～
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）

予
約
申
請
期
限　

９
月
21
日
（
金
）
ま
で

※
対
象
期
間
内
で
重
複
が
あ
っ
た
場
合
、
抽

選
会
を
別
途
実
施
し
ま
す

　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

農
家
の
皆
さ
ま
へ

　

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
担
い
手
農
家
へ
農

地
の
集
約
を
進
め
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
農
地
を
貸
し
た
い
・
借
り
た
い
希
望
が

あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
市
で
は
、
後
継
者
不
足
や
耕
作
放
棄
地

の
発
生
を
防
止
し
、
地
域
農
業
の
発
展
に
つ
な

げ
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
が
、
定
期
的
な
見
直
し
が
必
要
で
す
。

中
間
管
理
事
業
の
活
用
を
含
め
、
引
き
続
き
各

地
域
で
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。
後
日
開
催
の

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
し
合
い
」
の
日
程
に

つ
い
て
は
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

　

鳥
獣
被
害
防
止
補
助
の
受
け
付
け

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
軽
減
の
た

め
、
平
成
31
年
度
に
実
施
す
る
金
網
や
電
気

柵
な
ど
の
設
置
に
よ
る
侵
入
防
止
対
策
な
ど

に
つ
い
て
、
補
助
要
望
調
査
を
行
い
ま
す
。

効
果
的
な
地
域
農
業
の
被
害
軽
減
を
図
る
た

め
、
集
団
や
地
域
全
体
で
の
実
施
を
推
奨
し

ま
す
。
な
お
、
個
人
で
の
要
望
も
受
け
付
け

ま
す
。
補
助
率
な
ど
の
詳
細
は
、
Ｊ
Ａ
う
ま

各
経
済
セ
ン
タ
ー
（
川
之
江
中
央
・
三
島
中

央
・
豊
岡
・
土
居
中
央
・
川
下
）、
川
滝
支
店
、

新
宮
支
店
、
富
郷
出
張
所
及
び
市
役
所
各
窓

口
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
実
施
要
望
調
査

票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
今
回
の
要
望
調
査
は
予
算
計
上
の

参
考
資
料
と
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
度
予
算
額
が
要
望
総
額
に
満
た

な
い
場
合
、
補
助
金
の
交
付
は
要
望
調
査
の

受
け
付
け
順
に
な
り
ま
す

　

９
月
７
日
（
金
）
～
10
月
31
日
（
水
）

　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３



　

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
変
更
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
。

○
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
。

○
土
地
の
使
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
。

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係　

28
・
６
２
０
５

　

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
（
無
料
）

　

９
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
３
階　

大
会
議
室

　

本
来
あ
る
べ
き
医
療
や
社
会
福
祉
の
在
り

方
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

演
題
「
高
齢
社
会
に
適
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
総
合
的
推
進
に
つ
い
て
～
大
誠
会
グ
ル
ー

プ
の
取
り
組
み
と
課
題
」

　

１
５
０
名
程
度

　

田
中
志ゆ

き

こ子
さ
ん
（
医
療
法
人
大
誠
会
理
事
長
）

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

総
務
管
理
課

　

29
・
５
６
３
３

　

花
の
種
銀
行
「
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク
」

　
花
の
種
（
元
金
）
の
貸
し
出
し
を
行
い
、

そ
の
種
で
花
を
育
て
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

種
を
収
穫
し
て
貸
し
出
し
相
当
分
に
善
意
の

種
（
利
息
）
を
加
え
て
返
却
し
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。
返
却
し
て
い
た
だ
い
た
種
は
翌

年
度
の
銀
行
の
元
金
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

口
座
開
設
の
資
格
と
条
件　

○
市
内
に
在
住
・
勤
務
・
在
学
し
て
い
る
方
、

  

グ
ル
ー
プ
及
び
事
業
所

○
花
を
育
て
る
場
所
を
市
内
で
確
保
で
き
る
方

○
花
が
好
き
な
方

○
花
を
種
か
ら
育
て
管
理
し
た
い
方

貸
し
出
す
花
の
種
類

　

パ
ン
ジ
ー
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ

ウ
、
デ
ー
ジ
ー
、
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム

受
付
開
始
日　

９
月
３
日
（
月
）
～

　
　

都
市
計
画
課（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階
）

　

28
・
６
２
３
１

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

９
月
10
日
（
月
）
18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
ご
家
族
を
支
え
る
一

員
と
し
て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め
に
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

９
月
28
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

福
祉
会
館
２
階　

教
養
娯
楽
室

　

認
知
症
の
理
解
・
対
応
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

た
方
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
持
ち
の
方
）

　

30
名
（
先
着
順
）

　

９
月
25
日
（
火
）
ま
で

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

28
・
６
１
４
７

　

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
（
無
料
）

　

11
月
13
日
（
火
）
９
時
30
分
～
12
時

　

四
国
中
央
自
動
車
学
校
（
具
定
町
）

　

講
話
、
実
技
（
コ
ー
ス
走
行
ほ
か
）、
さ

ま
ざ
ま
な
実
験
・
診
断
な
ど

　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

　

30
名
程
度
（
先
着
順
）

　

９
月
３
日
（
月
）
～
９
月
28
日
（
金
）

　

電
話
ま
た
は
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た
フ
ァ
ク
ス
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
も
れ
な
く
参
加
賞
あ
り
！

　
　

観
光
交
通
課　

交
通
政
策
室

　

28
・
６
１
８
７

　

28
・
６
２
４
２

　

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

　

実
施
し
ま
す
（
10
月
１
日
現
在
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
が
で
き
ま
す
　

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
住
生
活
に
関

す
る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国

の
約
３
７
０
万
世
帯
の
方
を
対
象
と
し
た
大

規
模
な
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
住
宅

数
や
国
民
の
居
住
状
況
だ
け
で
な
く
高
齢
化

社
会
を
支
え
る
居
住
環
境
や
耐
震
・
防
火
を

中
心
と
し
た
都
市
計
画
の
策
定
、
空
家
対
策

条
例
の
制
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
９
月
下
旬
に
統
計
調
査
員

が
調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。
な
お
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も
可
能
で
す
。
回
答

い
た
だ
い
た
内
容
は
、
法
律
に
よ
り
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
規
律
が
厳
格
に

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
統
計
調
査
員
は
、
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

政
策
推
進
課　

28
・
６
０
０
５

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
交
流
会

　
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
ま
せ
ん
か

　

10
月
６
日
（
土
）
10
時
～
12
時

　

市
民
交
流
棟
（
市
役
所
新
庁
舎
西
隣
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９



募　

集

公益財団法人　伊予三島奨学会

　大学・短大・

専門学校生※
※大学院については専
攻コースにより対象と
なる場合があります

9名

3万円

保護者が県内に居住

奨学生としての人物・学業ともに優れ、学資の支弁が困難と認められる者

　○奨学生願書

　○奨学生推薦書

　○成績証明書

　○市発行の奨学生用所得証明書　など

　選考後、内定通知は 2 月中に通知します。内定者は合格決定後、合格通知

書と誓約書などを提出し、受理後正式に奨学生として採用されます。書類の

提出時に親権者同伴の面談を行います。

他の奨学制度との併用を認めます。

ただし、応募多数の場合は、併用のな

い者を優先します。

高校・
高等専門学生

2名

1万 5千円

公益財団法人　川之江奨学会

　大学・短大・

専門学校生

25名

2万 5千円

　大学・短大・

専門学校生

3名

20万円

保護者が市内に居住

他の奨学制度との併用を認めます。

高校・
高等専門学生

2 名

1万円

高校・

高等専門学生

2 名

10 万円

奨学金

募集人員

貸与金額
（月額）

入学

準備金

募集人員

貸与金額

出願資格

必要書類

注意事項

　

平
成
31
年
度　

奨
学
生
募
集

申
し
込
み
先

○
市
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校
在
学
生
は
在

　

学
中
の
学
校

○
市
外
の
中
学
校
・
高
等
学
校
在
学
生
は
市

　

教
育
委
員
会
事
務
局

○
修
学
途
中
の
大
学
生
な
ど
は
市
教
育
委
員

　

会
事
務
局

　

平
成
31
年
１
月
15
日
（
火
）
ま
で

※
申
請
書
類
は
、
市
内
の
各
中
学
校
・
高
等
学

校
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
市
外
の
方
は
市
教

育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

教
育
総
務
課　

28
・
６
０
４
４

平成 31 年度公立幼稚園・公立認定こども園・私立認定こども園
（教育認定）の新入園児募集

公立幼稚園（教育認定）
■対象者　
　市内に居住し住所を有している次の期間に生ま
れた幼児
○ 3歳児　Ｈ 27.4.2 ～Ｈ 28.4.1
○ 4 歳児　Ｈ 26.4.2 ～Ｈ 27.4.1
○ 5 歳児　Ｈ 25.4.2 ～Ｈ 26.4.1
■募集期間　10 月 9 日（火）～ 10 月 11 日（木）
　　　　　　9：00 ～ 16：30
■申込方法　
　所定の入園願書を、希望する幼稚園に提出して
ください。
※募集要項・入園願書は 10 月 9 日（火）から各
幼稚園で配布します

公立認定こども園（教育認定）
　長津保育園の建て替えに伴い「公立認定こども
園」を平成 31 年 4 月 1 日に開園予定です。
　今回から教育認定（1号認定）も受け入れします。
※募集内容の詳細は広報 10 月号でお知らせしま
す

問い合わせ先
○公立幼稚園・公立認定こども園のこと
　こども課　28-6027
○私立認定こども園のこと
　緑ヶ丘認定こども園　58-6111　
　認定こども園金生幼稚園　58-6510
　愛和認定こども園　24-3533
　認定こども園三島幼稚園　24-3183

私立認定こども園（教育認定）
■対象者
　3歳から 5歳の教育を希望する方（1号認定）
■募集期間　10 月 1 日（月）～
■申込方法　
　各施設が配布する入園願書・申込書に必要事項
を記入し、各施設に提出してください。募集内容、
受付方法などの詳細は、各施設にお問い合わせく
ださい。
※認定こども園で保育を希望する方（2号、3 号
認定）の募集は 11 月になります。募集内容の詳
細は、保育園と合わせて、広報 10 月号でお知ら
せします



相　

談

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

精
神
障
が
い
者
（
児
）
家
族
の
た
め
の

　

教
室　

（
無
料
）

　

精
神
障
が
い
者
の
ご
家
族
の
た
め
に
、
病

気
に
対
す
る
理
解
や
情
報
共
有
を
目
的
に
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
「
四
国
中
央
市

の
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
行

い
ま
す
。

　

９
月
26
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　

集
団
指
導
検
診
室

　

講
演
「
四
国
中
央
市
の
医
療
の
現
状
を
知

ろ
う
」、
座
談
会

　

市
民
で
精
神
疾
患
対
象
の
子
ど
も
を
持
つ

ご
家
族
の
方

　

精
神
保
健
福
祉
士

　
　

社
会
福
祉
法
人　

光
と
風

　

24
・
４
０
０
６

　

新
宮
小
中
学
校　

小
規
模
特
認
校

　

説
明
会
（
平
成
31
年
度
生
募
集
）

　

10
月
20
日
（
土
）
10
時
～

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

※
教
育
内
容
や
募
集
方
法
に
つ
い
て
は
広
報

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
市
や

新
宮
小
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
情
報

を
順
次
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

学
校
教
育
課　

28
・
６
０
４
５

　

精
神
障
が
い
者
当
事
者
学
習
会

　

９
月
27
日
（
木
）
14
時
～
15
時
30
分

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　

集
団
指
導
検
診
室

　

ぼ
く
の
私
の
困
り
ご
と
～
解
決
編
～

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

土
居
わ
か
た
け　

74
・
９
０
３
３

（
土
居
町
入
野
６
７
１
）

　

ネ
ッ
ト
で
の
旅
行
予
約
は

　

契
約
条
件
を
確
認
し
て
！

　

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
旅
行
予

約
サ
イ
ト
を
利
用
し
、
ホ
テ
ル
や
航
空
券
な

ど
を
予
約
購
入
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
つ
で
も
手
軽
に
予
約
で
き
る
反

面
、
対
面
で
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な

い
た
め
、
契
約
条
件
な
ど
に
つ
い
て
消
費
者

自
身
で
十
分
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
談
事
例

○
航
空
券
を
申
し
込
ん
だ
が
行
け
な
く
な
っ

　

た
。
キ
ャ
ン
セ
ル
を
し
た
い
が
電
話
も
つ

　

な
が
ら
ず
、
メ
ー
ル
を
送
っ
て
も
返
信
が

　

来
な
い
。

○
４
か
月
先
の
ホ
テ
ル
を
予
約
し
た
が
行
け
な

　

く
な
っ
た
の
で
翌
日
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
ら
、

　

高
額
な
解
約
料
を
要
求
さ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
利
用
規
約
な
ど
を
よ
く
読
み
、
予
約
内
容
や

　

キ
ャ
ン
セ
ル
、
変
更
な
ど
の
契
約
条
件
を
申

　

し
込
み
の
前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
の
基
礎
情
報
（
名
称
、

　

住
所
、
代
表
者
名
、
日
本
の
旅
行
業
登
録

　

の
有
無
な
ど
）
や
顧
客
対
応
窓
口
へ
の
問

　

い
合
わ
せ
手
段
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

　

う
。
海
外
業
者
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
の
場

　

合
は
、
日
本
語
対
応
の
可
否
な
ど
も
調
べ

　

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
申
し
込
み
時
や
予
約
後
は
、
予
約
内
容
を
よ

　

く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
不
測
の
事

　

態
に
備
え
画
面
を
印
刷
し
、
精
算
が
完
了
し

　

旅
行
が
終
わ
る
ま
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

○
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合

　

は
左
記
の
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

　

平
成
30
年
度
移
動
支
援
チ
ケ
ッ
ト

　

協
力
事
業
所
の
追
加
と

　

利
用
上
の
注
意
事
項

追
加
事
業
所　

　

新
宮
石
油
（
新
宮
町
上
山
３
４
３
６
）

注
意
事
項

○
有
効
期
限
の
切
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
は
使
用
で

　

き
ま
せ
ん
。

○
現
在
使
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
は
薄
紫
色
（
藤

　

色
）
で
す
。

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

産
業
祭
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

出
店
者
募
集

　
11
月
17
日
（
土
）
10
時
～
16
時

　

11
月
18
日
（
日
）
９
時
30
分
～
14
時

　

伊
予
三
島
運
動
公
園

参
加
資
格　

　

市
内
在
住
で
代
表
者
が
20
歳
以
上
の
方

販
売
物

　

利
用
価
値
が
あ
り
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い

日
用
品
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
品
物
。

法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
（
米
、
医
薬
品
、

酒
、
た
ば
こ
な
ど
）
、
動
物
・
昆
虫
類
、
食

料
品
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

○
各
自
で
販
売
の
う
え
、
欠
陥
商
品
の
販
売

　

や
会
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
十
分

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し

　

て
、
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

○
テ
ン
ト
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

　

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

両
日
と
も
に
30
組
（
先
着
順
）

※
団
体
・
個
人
と
も
１
区
画
（
２
・
５
㍍
×
２
・

５
㍍
）
の
み

　

10
月
12
日
（
金
）
９
時
30
分
～

申
込
場
所　

市
役
所
５
階　

会
議
室

※
12
時
以
降
は
市
役
所
２
階
生
活
環
境
課

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
15
日
以
降
も
市

役
所
２
階
生
活
環
境
課
で
受
け
付
け
ま
す

※
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

と
認
め
印
が
必
要
で
、
本
人
確
認
書
類
が
な
い

場
合
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５



　
　

い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
就
業
面
及
び
生
活
面
を
支
援
す
る
障
が

い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
業

相
談
・
紹
介
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
就
労

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
就
業
・
雇
用
に
お

困
り
の
方
は
左
記
の
障
が
い
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ジ
ョ
ブ
あ
し
す
と
Ｕ
Ｍ
Ａ
」

三
島
中
央
３
・
13
・
12

サ
ン
ハ
イ
ツ
三
島
中
央
１
階

23
・
６
５
５
８

受
付
時
間　

９
時
～
17
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
を
除
く
）

四
国
中
央
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

三
島
中
央
１
・
16
・
72

24
・
５
７
７
０

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
・
日
・
休
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
人
権
の
日
学
習
会

　

９
月
11
日
（
火
）
19
時
30
分
～

　
　

川
之
江
隣
保
館　

28
・
６
２
５
４

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

９
月
13
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

無
料
特
許
相
談
（
要
予
約
）

　

10
月
１
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）
〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０

内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード初級講座
※要事前申し込み

9/7（金）・9/14（金）・
9/28（金）
10：00 ～ 12：00

福祉会館 3階　会議室・
商工会館 1階　会議室

障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など）

随時
支援の必要な方や家族が関わ
る保育園・幼稚園・学校・事業
所など

澄心そうだんさぽーと

22-3311（鈴木）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

ほ
っ
と
ひ
と
い
き
み
か
ん
カ
フ
ェ

　

（
無
料
）

　

９
月
23
日
（
日
）
10
時
～
11
時
30
分

　

萬
翠
荘
（
中
之
庄
町
）

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
情
報
交
換

の
場
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
し
か
わ

　

58
・
０
０
６
５

じ
ん
け
ん
広
場

９
月
は
障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間

共
生
社
会
を
目
指
し
て

　

平
成
28
年
４
月
に
、
障
が
い
を
理
由
と

し
た
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
や
合

理
的
配
慮
の
提
供
な
ど
を
定
め
た
「
障
害

者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、
ま
た

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
共
生
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

共
生
社
会
と
は
、
障
が
い
の
有
無
や
性

別
、
年
齢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
互

い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う
社

会
の
こ
と
で
す
。

障
が
い
は
特
別
で
は
な
い

　

人
間
は
、
一
人
ひ
と
り
み
ん
な
顔
が
違
い

性
格
も
違
い
ま
す
。
年
齢
も
違
え
ば
、性
別
、

ま
た
国
籍
も
違
い
ま
す
。
違
う
こ
と
が
当

然
で
あ
り
、
そ
の
違
い
を
認
め
合
い
お
互

い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

障
が
い
は
そ
の
人
の
一
部
分
で
あ
り
、

個
人
の
違
い
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
一

部
分
で
そ
の
人
全
体
を
決
め
つ
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

障
が
い
が
あ
る
人
の
雇
用
促
進

　

障
が
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
機
能
を

補
う
福
祉
機
器
や
、
社
会
や
周
囲
か
ら
の

配
慮
、
支
援
が
あ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
障
が
い
の
あ

る
人
の
就
労
を
支
援
し
、
雇
用
を
促
進
す

る
た
め
多
様
な
支
援
制
度
も
設
け
ら
れ
て



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで

 9/ 4（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

 社会福祉
 協議会

28-6127

 9/10（月） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 9/18（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

 9/20（木） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 9/26（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

10/ 2（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター1階

10/ 9（火） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 司法書士相談　※相談日前日 17：15 までに要予約

 9/ 5（水） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 社会福祉
 協議会

28-6127

 9/12（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター1階

 9/19（水） 13：00 ～ 16：00  土居福祉センター

10/ 5（金） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

10/10（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター1階　

 人権相談

 9/18（火） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 人権施策課

28-607310/ 9（火） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局

 23-2407

 年金出張相談　※要予約

 9/13（木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階

 新居浜
 年金事務所
（0897）
35-1445

 9/27（木）10：00 ～ 14：30 受付

10/11（木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

 9/ 3（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務調整課

28-6002

 9/10（月）  9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 9/10（月）10：00 ～ 12：00  新宮窓口センター 2階

 9/18（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

 9/25（火）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

10/ 1（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

10/10（水）10：00 ～ 12：00  新宮窓口センター 2階

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 9/ 4（火） 9：30 ～ 11：30  新宮窓口センター 2階

 市民くらし
 の相談課

28-6143

 9/ 6（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 9/11（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 9/13（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 9/20（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 9/27（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

10/ 2（火） 9：30 ～ 11：30  新宮窓口センター 2階

10/ 4（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

10/ 9（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15
 市民くらしの相談課

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）

8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター

 089-932-1893

９月の相談日程

今月の納期
国民健康保険料　3期分

後期高齢者医療保険料　3期分

介護保険料　3期分

保育園保育料　9月分

幼稚園使用料　9月分

市営住宅使用料　9月分

市営住宅駐車場使用料　9月分

※納期限 10 月 1 日（月）

水道料金　8月分

下水道使用料　8月分

※納期限　9月 10 日（月）

もの忘れ相談（要予約・無料）
　9/19（水）13：30 ～ 14：30

　土居窓口センター

　1人 30 分程度で 2名まで

相談医師　

　森野日出緒さん（松風病院）

※すでに専門医を受診されている方

は対象外で、ご家族のみの相談も可

　　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147

もの忘れチェック体験（無料）
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを

使ったタッチパネル式の「もの忘れ

相談プログラム」を体験できます。

1人 5分程度で簡単にできます！

　

　高齢介護課　地域包括支援センター

　28-6147

日にち 場　　所

 9/ 5（水）
 高齢介護課

 （福祉会館 2階）

 9/11（火）  長津公民館

 9/18（火）
 川之江文化センター

 3 階

 10/3（水）
 高齢介護課

 （市役所新庁舎 2階）

 10/9（火）  土居窓口センター

※時間はいずれも 13：30 ～ 15：00

東予若者サポートステーション
出張相談（要予約・無料）

　9/3（月）、9/10（月）、10/1（月）

　13：00 ～ 17：00

　ハローワーク四国中央 1階相談室

　就職でお悩みの 15 歳～ 39 歳の方

またはその保護者

　1人 1時間の相談で 1日 4名まで

　　東予若者サポートステーション

　0897-32-2181

　（新居浜市繁本町 8-65）



土
居
図
書
館

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

10
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）

お
や
こ
図
書
館

雑
誌
・
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

９
月
４
日
（
火
）
～
11
日
（
火
）

内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

寒
川
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

寒
川
町
民
運
動
会

９
月
23
日
（
日
）
８
時
30
分
～

寒
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
７

時
に
放
送
・
小
学
校
は
順
延
）

　

28
・
６
０
６
６

寒川 川滝

川
滝
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

川
滝
町
民
運
動
会

９
月
23
日
（
日
）
８
時
30
分
～

川
滝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
順
延
（
順
延
の
場
合
放

送
有
り
）

　

28
・
６
２
５
２

「
第
二
回
天
満
俳
句

コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集
！

審
査
会
　

９
月
27
日
（
木
）
13
時
30
分
～

兼
題

小
学
生
以
下

「
運
動
会
」
ま
た
は
「
月
」

中
学
生
以
上

「
案
山
子
」
ま
た
は
「
吊
る
し
柿
」

※
１
人
３
句
ま
で

※
優
秀
作
品
は
短
冊
に
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
副
賞
あ
り
）

　

９
月
20
日
（
木
）
ま
で

提
出
先

天
満
公
民
館
入
口
ポ
ス
ト
（
様

式
自
由
）

審
査
員　

橘
句
会
の
み
な
さ
ん

　

28
・
６
３
６
０

天満

男
の
料
理
教
室

～
カ
ジ
メ
ン
倶
楽
部
～

９
月
19
日
（
水
）
10
時
～

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

　

４
０
０
円

　

28
・
６
３
５
８ 

土居

9月の休館日

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、
紙

の
ま
ち
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
各
図

書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

川
之
江
図
書
館

お
は
な
し
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
（
幼
児
～
）

　

９
月
22
日
（
土
）
14
時
～

三
島
図
書
館

お
は
な
し
☆
ら
っ
こ
（
乳
児
～
）

　

９
月
15
日
（
土
）
10
時
～

土
居
図
書
館

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

　

９
月
12
日
（
水
）
10
時
～

お
や
こ
図
書
館

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト
（
乳
幼
児
～
）

　

９
月
15
日
（
土
）
14
時
～

お
は
な
し
会

川
之
江
図
書
館

リ
サ
イ
ク
ル
本
を
受
け
付
け
ま
す
！

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
本
交
換
会
」
を
11
月
17
日

（
土
）
と
18
日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
交
換
す
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
本

を
事
前
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

９
月
１
日
（
土
）
～

映
画
会
（
一
般
向
け
）　

※
無
料

　

９
月
20
日
（
木
）
10
時
～
12
時
10
分

　
「
世
界
に
ひ
と
つ
の
金
メ
ダ
ル
」（
洋
画
）

三
島
図
書
館

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に
よ
る
人
形
劇

※
無
料

　

10
月
７
日
（
日
）　

10
時
～
11
時

　
「
お
き
ゃ
く
、
お
こ
と
わ
り
？
」

　

乳
幼
児
～
一
般
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

　

先
着
１
０
０
名　

※
要
申
し
込
み

　

９
月
５
日
（
水
）
９
時
～

イ
ベ
ン
ト
情
報

川之江図書館

三島図書館

毎週月曜日・28（金）

土居図書館

毎週月曜日
18（火）・25（火）・
28（金）

おやこ図書館

毎週月曜日
23（日）・30（日）

新
宮
大
運
動
会

９
月
16
日
（
日
）
９
時
～

新
宮
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
６
時

30
分
に
放
送
・
小
中
学
校
は
順
延
）

　

28
・
６
４
１
０

新宮

昨年の新宮大運動会の様子

昨
年
の
川
滝
町
民
運
動
会

の
様
子

９
月
か
ら
開
館
時
間
が
通
常
に
戻
り
ま
す

火
～
金
曜
日　

９
時
～
18
時
30
分

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

９
時
～
17
時　



　♪　離乳食セミナー　（予約制 ・ 無料）
　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。

■とき　9/28（金）9：30 ～ 11：30

■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習

■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者

■定員　10 名  

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　

　　　　　バンダナ、手拭きタオル

■申込期限　9/21（金）まで

■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください

  ♪　からだとこころの健康相談
    （予約制 ・ 無料）
　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる

ことや、相談したいことはありませんか？

■とき　9/19（水）、10/17（水） 9：00 ～ 11：00

■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、

　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど

■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

　♪　お口の健康教室　（予約制 ・ 無料）
　お口の健康は全身の健康につながります。口腔機能

向上について学びませんか。

■とき　9/20（木）13：30 ～ 15：00（受付 13：00 ～）

■ところ　小富士公民館

■内容　お口の健康に関する講話、口腔内診査、ブラッ

　　　　シングや嚥
え ん げ

下訓練などの実技指導

■対象　65 歳以上の方

■定員　15 名程度

※申し込み多数の場合は、10/4（木）にも追加実施し

ます（時間、場所は同じ）  

■申込期限　9/13（木）まで

■申し込み・問い合わせ先　

  高齢介護課　地域包括支援センター　28-6147

  ♪　知っ得！ゼミ　受講生大募集
    （予約制 ・ 無料）
　ご自身の健康、見直してみませんか？

■とき　10/3（水）13：30 ～ 15：00

　　　　（全 5回のうちの 3回目です）

■内容　肥満を防いで糖尿病予防

　　　　～上手な食事・間食の取り方～

　　　　※簡単な試食を予定しています

■定員　60 名程度

■持参品　飲み物、筆記用具

■講師　長谷川陽一さん（長谷川病院 内科医）

■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ30年4月生 Ｈ30年5月生 Ｈ29年2月生 Ｈ29年3月生 Ｈ27年8月生 Ｈ27年9月生

川之江
新宮

10/22（月）
13：30～ 15：00

9/6（木）
13：00 ～ 13：45

10/4（木）
13：00 ～ 13：45

9/13（木）
13：00 ～ 13：45

10/11（木）
13：00 ～ 13：45

9/27（木）
13：00 ～ 13：45

10/25（木）
13：00 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）

三島
9/20（木）

13：30～ 15：00
9/11（火）

13：00 ～ 13：45
10/9（火）

13：00 ～ 13：45
9/25（火）

13：00 ～ 13：45
10/30（火）

13：00 ～ 13：45
9/4（火）

13：00 ～ 13：45
10/2（火）

13：00 ～ 13：45

保健センター

土居
9/21（金）

10：00～ 11：30
10/5（金）13：00 ～ 13：45

　

土居こども館 土居窓口センター 3階 保健センター

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

保健センターで受診できない土居地域の方は、土居窓口セ
ンター 3階で行われる 1歳 6 か月児・3歳児健診にお越し
ください
とき：9/14（金）13：00 ～ 13：45

※川之江、新宮地域にお住まいの方へ：健診・育児相談場所は川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）です。
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

保健センター 28-6054  保健推進課川之江窓口 28-6214   保健推進課土居窓口 28-6350問

対象は H30 年 5 月生・6月生



月日 東部 西部

9/2
松岡整形外科
58-5455（川之江町）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町長田）

9/9
岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥町）

大坪医院
23-2417（三島中央）

9/16
大西内科医院
56-2018（金生町下分）

西岡病院
24-5511（三島金子）

9/17
芝医院
56-4811（妻鳥町）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄町）

9/23
加地医院
23-2039（三島中央）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

9/24
豊永医院
56-3037（金田町金川）

青野医院
74-7470（土居町津根）

9/30
福田医院
23-2188（下柏町）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

10/7
矢部内科
23-5018（三島宮川）

白石医院
25-0777（豊岡町豊田）

10/8
宮﨑内科
59-5000（妻鳥町）

三島外科胃腸ｸﾘﾆｯｸ
24-3111（中之庄町）

急病などで困った時は !
○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）
　23-5990
　消防署につながります。自動音声でその日の夜間
　救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
　ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　　28-9119
　消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
　どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談　
  089-913-2777 または ＃ 8000 （携帯 ・ プッシュ回線）

　医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
　機関の受診について教えてくれます。

◎急患医療センター （内科 ・小児科）
　56-1913　妻鳥町 1501-1 （妻鳥小学校西側）

　【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30　

　　　　　 　（日曜日・祝日は休診）
※急患医療センターの診療は、 宇摩医師会の有志の先生方のご

協力により実施しています。

 
救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処

置を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同

じような感覚で安易に救急外来を受診することのな

いよう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

　
♪　HITO サロン （申し込み不要 ・ 無料）

　がん患者・家族同士の交流会です。

　がんに関するお悩みや不安について、お話ししま

せんか。

■とき　10/1（月）14：00 ～ 15：00

■ところ　HITO 病院 10 階　談話室

■内容　治療と緩和ケアについて

■定員　15 名程度

■問い合わせ先　HITO 病院　がん診療チーム　

　　　　　　　　58-2222

休日当番医　　診療時間　9 ： 00 ～ 18 ： 00

※都合により変更する場合があります

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ

9 月は「健康増進普及月間」です。
1に運動　2に食事

しっかり禁煙　最後にクスリ
～健康寿命をのばしましょう～

 9月10日～16日は「自殺予防週間」です
　日本の自殺者数は、近年減少傾向にありますが、平成

29年は2万人を超える方が自ら命を絶つという深刻な現

状があります。自殺はさまざまな問題を抱えて追い込ま

れた末の死であり、個人の問題ではなく、社会の問題と

言われています。周囲の気づきと温かな言葉で、大切な

命を支えましょう。

　通院できないからと諦めないでご相談ください。ご自

宅まで訪問してもらえる歯科医院を紹介します！　

　介護が必要で歯科医院への通院が困難な方を対象とし

た在宅医療の申し込みや、歯や歯ぐきの痛み、入れ歯が

壊れた、合わない、お口のケアが出来ないなどお口のこ

とで困っている方の相談に対応します。お気軽にご相談

ください。

　また介護施設職員を対象とした口腔ケア実地研修も

行っています。　

■受付　月～金曜日（木曜日を除く）　

　　　　9：00 ～ 17：00

■申し込み・問い合わせ先　

　宇摩歯科医師会在宅歯科医療連携室　58-5088

　　　　　　　　　　　　　　　　　　58-5089

 宇摩歯科医師会在宅歯科医療連携室
 のご案内 （相談無料）



　休日や夜間に、平日の昼間と同じような感覚で、安易
に救急外来を受診する軽症患者により、医師の負担が増
え、重症患者への対応に支障を来す可能性が生じていま
す。
　このままでは病院の医療スタッフが疲弊し、適切な医
療を提供できなくなる恐れがあり、そうならないために
「愛媛の救急医療を守る県民運動（愛救県民運動）」を実
施しています。これは、医療機関や救急車の適切な利用
を一人ひとりに心掛けていただく取り組みですので、ご
協力をお願いします。

対
応
に
迷
っ
た
時
は･･･
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。
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救急医療を守ろう！
～愛救県民運動にご協力を～

普段からの心掛け
○日頃から「かかりつけ医」を持

　ち、医療スタッフに感謝の気持

　ちを持って受診しましょう。

○健康診断や検診などにより、病

　気の予防や早期発見に努めましょ

　う。

○家庭で薬を常備しましょう。

受診にあたっての心掛け
○診療には、医師以外にも検査技師、薬剤師、看護師など多くの医療スタッ

　フが必要であり、なるべくこれらの医療スタッフがそろっている平日

　の昼間（医療機関の通常診療時間内）に受診しましょう。

○救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合があ

　ることに留意しましょう。

○急な発熱や腹痛などで受診が必要と思われる場合、平日夜間は急患医

　療センターを、休日の昼間は当番医（19 ページ参照）を利用しましょ

　う。なお、診療を受けた翌日は、「かかりつけ医」または「専門の医療

　機関」で治療や検査を受けてください。

問い合わせ先

　保健推進課　地域医療対策室　28-6157

　安全・危機管理課　          28-6933

四国中央市の救急医療体制

三次救急

二次救急

初期救急

脳卒中など特に症状の重い患者
○東予救命救急センター
　（県立新居浜病院）

入院や手術が必要な症状の重い患者
○地域の中核病院が交代で担当

比較的症状の軽い患者
○四国中央市急患医療センター
○在宅当番医

高

低

症
状
・
緊
急
度

９月９日は救急の日。救急車の正しい利用にご協力下さい！

消防二課

井川寿洋消防司令補

　救急車の出動件数は年々増加しており、平成 29 年の出動件数は 3,635 件で、平成 28

年と比較すると 100 件増加しています。そのうちの約半数は入院を必要としない軽症の

方です。その中には、「救急車で行けば、早く診てもらえるから」、「タクシーだとお金が

かかるから」、「どこの病院に行けばよいか分からないから」などといった、緊急性や重

症感のない救急車の要請が含まれています。

　安易に救急車を呼ぶ人が増えると、生命に危険のある傷病者のところに救急車が到着

するのが遅くなってしまいます。救急車は限りある資源です。生命の危険のある人のと

ころに救急隊がいち早く到着できるよう、皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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市外で活躍する、本市に縁のある「ひと」を紹介

ヒューマンヒストリー　～ルーツ～
Human  History  ～ Roots ～

（四国中央市ふるさとアドバイザー）

劇団 Dotoo! 主宰
脚本家・演出家 福

ふ く だ

田卓
た く ろ う

郎 さん

四
国
中
央
市
（
伊
予
三
島
市
）
で
の

思
い
出

　
ず
っ
と
こ
こ
で
育
っ
た
の
で
、
自
分

に
と
っ
て
は
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
京
で
の
生
活
の
方
が
も
う
長
く
な

り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
そ
ば
に
山
と
海
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
そ
う
い
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経
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実
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な

か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
ん
だ
な
っ
て

い
う
の
は
、
東
京
へ
行
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て
一
番
感
じ

た
こ
と
で
す
ね
。

　
僕
は
西
中
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
３

年
生
に
な
る
時
に
他
の
学
校
と
統
合
さ

れ
て
、
今
の
場
所
に
移
転
し
た
新
校
舎

に
通
う
よ
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に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は

ま
だ
運
動
場
な
ど
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整
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さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
所
属
し
て
い
た
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
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、
元
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学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
練
習
し
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
は
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強
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の
県
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で
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団
体
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勝
し
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国
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し
ま

し
た
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当
時
の
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で

は
公
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け
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。
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…
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大
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入
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れ
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台
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撮
る
の
で
脚
本
を

書
い
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
話
が
あ
っ

て
、
僕
に
と
っ
て
高
校
３
年
間
は
す
ご

く
濃
い
時
間
で
、
一
生
の
友
達
も
で
き

ま
し
た
し
、
自
分
の
進
路
も
何
と
な
く

そ
こ
で
決
め
た
し
、
や
っ
ぱ
り
青
春
時

代
を
過
ご
し
た
ま
ち
な
の
で
、
そ
こ
の

お
役
に
立
て
る
ん
だ
っ
た
ら
ぜ
ひ
や
り

た
い
な
、
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
新
居
浜
で
作
っ
た
映
画
な
の
で
、
別

子
や
太
鼓
台
が
出
て
き
た
り
す
る
ん
で

す
け
ど
、
ど
こ
の
人
が
見
て
も
共
感
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

映
画
や
舞
台
の
世
界
を
目
指
す
若
者
へ

　
夢
を
持
っ
て
、
本
当
に
や
り
た
か
っ

た
ら
一
生
懸
命
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

今
は
「
地
方
に
住
ん
で
い
る
か
ら
」
と

い
う
時
代
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
し
、

方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
変
に
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。

★プロフィール★

昭和 36 年、三島中央生まれ。東京都在住。

三島小学校、三島西中学校、新居浜西高等学校卒業。

日本大学芸術学部在学中から映画活動及び演劇活動を開

始。脚本、演出を手掛ける。卒業後、東宝演劇演出部入社。「屋

根の上のヴァイオリン弾き」「頭痛肩こり樋口一葉」 など

の作品に携わる。昭和 62 年、自らの主宰する劇団疾風 DO

党（シップウドトウ）を結成、東宝を退社。演劇活動を続

ける傍ら、学生時代に監督した 16 ㎜映画「CONTON」をリ

ミックスして「獣人伝説」としてビデオ発売。昭和 63 年、

コピ－ライタ－として、ライオン子どもはみがきのラジオ

CM「うちのお母さん」で昭和 63 年 ACC 最優秀スポット CM

賞（ラジオ部門）、民放祭優秀賞を受賞。平成 3年、映画「就

職戦線異状なし」でシナリオライタ－としてデビュ－。以

後、「トリック 2」「富豪刑事」「水戸黄門」「警部補矢部謙

三」「仮面ライダーゴースト」など、映画・テレビ・ラジオ・

舞台などを多数執筆。監督としても活動している。

第 1 回から書道パフォーマンス甲子園の審査員を務めるほ

か、11 月 9 日（金）から公開される新居浜市を舞台にし

た映画「ふたつの昨日と僕の未来」の脚本を執筆。

日本大学芸術学部映画学科　非常勤講師

ヒューマンヒストリー　～ルーツ～
Human  History  ～ Roots ～

第 11 回書道パフォーマン
ス甲子園で寸評を述べる
福田さん〔7/29（日）〕

福
田
さ
ん
が
脚
本
を
執
筆
し
、
全
編
新
居

浜
市
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
「
ふ
た
つ
の

昨
日
と
僕
の
未
来
」
は
、11
月
９
日
（
金
）

か
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
新
居
浜
な

ど
で
愛
媛
県
先
行
公
開
さ
れ
ま
す
！



し
こ
ち
ゅ
～
の
夏カ

メ
ラ
れ
ぽ
～
と

かわのえ夏まつり花火大会 7/14（土）、紙まつり 7/28（土）、みなと祭 7/23（月）～ 7/25（水）

①②③

④⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪⑫

⑬



第 11 回書道パフォーマンス甲子園　入賞校

優　勝　福岡県立八幡中央高等学校

準優勝　香川県立高松西高等学校

第 3位　兵庫県立兵庫高等学校

審査員特別賞　長野県松本蟻ヶ崎高等学校

紫舟賞　広島県立神辺旭高等学校

帆風成海賞　島根県立松江東高等学校

南海放送賞　福岡県立八幡中央高等学校

優勝　八幡中央高等学校

①　かわのえ夏まつり花火大会

②～⑦　紙まつり

⑧～⑬　みなと祭

⑭～〇25　書道パフォーマンス甲子園

〇26、〇27　湖水まつり

〇28、〇29　新宮盆踊り

〇30～〇32　土居夏まつり

書道パフォーマンス甲子園 7/29（日）、湖水まつり 8/4（土）、新宮盆踊り 8/14（火）、土居夏まつり 8/15（水）

⑭⑮

⑯⑰

⑱⑲

⑳〇21〇22

〇23

〇24〇25

〇29

〇26

〇27

〇28

〇30

〇31

〇32



　川之江高等学校など、四国 4 県から 5 校が出場し市

民会館川之江会館で行われました。演劇部員らは、そ

れぞれ 1 時間の舞台に笑いあり涙ありの展開を盛り込

み、訪れた多くの観客から大きな拍手が送られました。

第 19 回四国高等学校演劇祭7/15

　四国のロータリークラブによる短期留学生交換事業で

アメリカ・ニュージャージー州から来日した留学生 4人

は、京都や広島などを観光したり、四国 4県でホームス

テイをしたりして、さまざまな交流や体験をしました。

伊予三島・川之江ロータリークラブ
短期交換留学生が市役所を訪問7/17

　マドンナジュニア愛媛の神野百
も も か

花さん（主将・土居

中3年）、大西実
み く

玖さん（三島西中3年）、高橋凜
り ん か

迦さん（三

島東中 1 年）、鈴木彩
さ え

瑛さん（川之江南中 1 年）が、京

都府などで行われた全国大会 2大会に出場しました。

市内の中学生が
女子軟式野球の全国大会に出場！7/19

　三星道路株式会社（井原司代表取締役社長）は、平

成 27 年から市内全ての公立保育園で、遊具の保守や園

庭の整備などのボランティア活動を行いました。今後

は、公立幼稚園で活動を継続していくとのことです。

保育園ボランティア活動に対する
感謝状を贈呈7/24

　植木蓮
れ お ん

恩くん（三島小4年）、髙橋千夏さん（中之庄小5年）、髙

橋楓
ふ う が

芽くん（中曽根小6年）、谷こはるさん（妻鳥小6年）、谷希
きりゅう

龍

くん（川之江北中3年）、石井新
あ ら た

大くん（三島南中3年）、守谷真奈

さん（川之江北中3年）、齊藤真
ま な か

花さん（三島南中3年）が、県大

会優勝などの好成績を収め、全国大会への切符を手にしました。

市内の小・中学生が
柔道の全国大会に出場！7/30

　神奈川県で行われた大会には、川之江 T&F クラブの

森實倖
こうだい

大くん（上分小 6 年）が男子 6 年 100 ｍ走に、

VIVID 陸上競技クラブの石川裕
ゆ づ き

月くん（中之庄小 6 年）

が走り高跳び男子の部に出場しました。

第 34 回全国小学生
陸上競技交流大会に出場！8/9

まちの話題



　

大
雨
特
別
警
報

　

大
変
な
雨
が
降
っ
た
。
愛
媛
県
内
も
南
予
地
域

を
中
心
に
人
的
・
物
的
被
害
が
た
く
さ
ん
出
た
。

合
併
し
た
平
成
16
年
の
大
災
害
を
思
い
出
す
。
そ

の
記
憶
は
恐
怖
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
時
間
50

ミ
リ
を
オ
ー
バ
ー
す
る
降
雨
量
の
日
に
、
河
川
の

増
水
の
様
子
を
見
て
お
き
た
く
て
、
自
宅
か
ら
市

役
所
ま
で
バ
イ
パ
ス
の
歩
道
を
歩
い
て
き
た
。
雨

量
の
わ
り
に
思
っ
た
ほ
ど
増
水
し
て
な
く
て
、
こ

の
程
度
で
勘
弁
し
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。

　

本
市
は
地
域
に
よ
っ
て
、
河
川
の
状
況
は
全
然

違
っ
て
く
る
。
浦
山
川
、
関
川
を
中
心
と
し
た
土

居
地
域
、
山
と
海
と
が
接
近
し
た
急
流
で
河
川
距

離
の
短
い
三
島
地
域
、
金
生
川
と
そ
の
支
流
を
中

心
に
ま
ち
が
形
成
さ
れ
て
い
る
川
之
江
地
域
な
ど

で
あ
る
。
ま
た
、
山
間
部
は
銅
山
川
を
大
本
流
に

し
て
険
し
い
山
あ
い
の
中
に
人
間
の
営
み
が
あ
る

地
域
。

　

そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
同
じ
雨
の
量
で
も
受

け
方
が
違
っ
て
く
る
。
四
国
中
央
市
が
大
災
害
に

な
っ
て
い
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
被
災
さ
れ
た
地
域
・
住
民
の
み
な
さ
ん

と
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
で
き
る
限
り
連
帯

し
て
、
私
た
ち
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
続

け
た
寺
田
寅
彦
先
生
の
言
葉
が
、

今
も
生
々
し
く
迫
っ
て
く
る
。

四国中央市長

篠 原  実

土居高等学校が全国高等学校観光選手権
大会（観光甲子園）決勝大会に出場！8/10

　7 人の新成人が出席し、新宮公民館で行われました。

新成人を代表し、大西礼
れ お

朗さんが「自らの行動に責任

を持ち、信念を曲げることなく努力を続け、成長して

いきたいと思います」と誓いの言葉を述べました。

新宮地域　夏の成人式8/14

まちの話題

　土居高等学校普通科情報科学部（ビジネスコース）の

生徒 4人が、自分たちのまちに外国人を呼び込もうと滞

在型観光プランを考案し、87 校 227 チーム中 2 位の好

成績を収め、兵庫県で行われた決勝大会に出場しました。

　岩手県陸前高田市にある高田高等学校は、6 年前の第 5 回書道パ

フォーマンス甲子園に、東日本大震災の「被災地支援枠」として出

場しました。今年の第 11 回大会に出場した同校 2 年の村上夏音さん

と森菜月さんは、小学生の時に、四国中央商工会議所青年部の招待

で第 5 回大会を観戦。支援への感謝を表現した同校の演技に感動し、

この舞台に立ちたいと思うようになったといいます。

　憧れの舞台での演技を終え、村上さんは「当時お世話になった方々

が見に来てくれてうれしかったです。賞はとれなかったけど、自分

達らしさを出せました」、森さんは「書道パフォーマンスがやりたく
森　菜月さん 村上夏音さん

て高田高校に入学しました。きっかけをくれたみなさんに感謝したいです」と話し、「来年も四国中央市に帰っ

てこられるように頑張ります」と笑顔で声をそろえました。

高田高等学校（陸前高田市）の村上さんと森さんが憧れの舞台で演技を披露！



内容

対象者

定員

持参品

募集期限・期間

申込方法・申込先参加費

講師

ファクス

問い合わせ先

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

10/ 2（火）妻鳥保育園 0歳児主体

10/ 4（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

10/23（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび

乳児保育所こども村　56-1310

体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要、誰でも参加できます

9/7（金）～ 9/30（日）

17：30 ～ 21：00

関川河川敷ふるさと広場

1 人 1,500 円

　土居のいもたき運営委員会
74-8825

土居のいもたき

※ 3名以上で事前予約が必要です

9/30（日）9：30 ～ 16：00

宇摩自動車教習所（川之江町）

秋の交通安全運動に合わせ、交通
安全意識向上のため、体験乗車、
白バイによる模範走行、衝突模擬
体験、踏み間違いフォロー体験な
どのさまざまな体験ができます。
宇摩自動車教習所　58-2949

宇摩自動車教習所
一日開放日

9/22（土）18：30 ～

土居文化会館（ユーホール）

アトリウム

あったかなまちづくり活動支援補助事業

しこちゅ～友遊ライブ
「ヨモギのうた旅 2018
in しこちゅ～」

9/29（土）13：30 ～

川之江ふれあい交流センター

本市出身・元タカラジェンヌ

帆風成海　トークショー＆ワークショップ

【第 1部】13：30 ～ 14：50

愛媛産　帆風の愛あふれるトークショー
【第 2部】15：00 ～ 16：30

なりきり !? 清く正しく美しい演劇ワークショップ
　四国中央ふれあい市民劇団事務局　74-3618

11/4（日）　8：00 ～ 15：30

順位を競う大会ではなく、法令と
マナーを守り、サイクリングを楽
しむ大会です。
ミドルコース（約 66 ㎞）

四国中央市役所を出発し、嶺南地
区・新居浜市別子地区へ向かう往
復コース
3,000 円
200 名程度（先着順）
ファミリーコース（約 7㎞）

富郷ダム周辺を周回するコース
1,000 円
100 名程度（先着順）

四国中央市・新居浜市共同開催

別子・翠波はな街道サイクリング 2018

9/3（月）～ 9/28（金）
Web（「スポーツエントリー　翠波
2018」で検索）、または四国中央
市観光交通課・新居浜市運輸観光
課の窓口でお申し込みください。
※詳細は、スポーツエントリー
ホームページ、四国中央市観光協
会ホームページ、または市役所な
どに設置している大会パンフレッ
トをご覧ください
　別子・翠波はな街道サイクリン
グ実行委員会事務局（観光交通課
内）　28-6187

女性アコースティックギターデュオ
「ヨモギ」のギター弾き語りライブ
一般 1,000 円、学生 500 円
※小学生以下無料

ユアーズ DIO
090-2823-1779（高橋）

チケット販売中！
　土居文化会館（ユーホール）

※コースは、天候その他の条件で、
予告なく変更になる場合があります



企画展「入野村庄屋山中家の謎」

9/26（水）～ 10/28（日）

企画展示室 B

小林一茶も訪ねた山中家邸宅「暁
雨館」。残された俳諧資料にまつ
わる謎を解きつつ、暁雨館の歴史
と魅力に迫ります。

暁雨館の催し
【開館時間】9：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6325

紙で表現する現代アート展

9/9（日）～ 10/14（日）

3階　企画展示室

「紙と現代アート」をテーマに、
それぞれが感じたものを地場産業
である紙を使って表現した作品約
30 点を展示します。

紙のまち資料館の催し
【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6257

手漉き和紙体験実施中！

毎週火・木・土・日曜日

13：00 ～ 16：00（受付 15：30 まで）
松柏陶芸クラブ作陶展

9/8（土）～ 9/30（日）

ふれあい館

花遊　押し花作品展

9/8（土）～ 10/31（水）

菓子工房（売店）2階

霧の森ギャラリー展
【開館時間】10：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日（祝日の場合

は翌平日）

　0570-07-3111

松柏地区の陶芸愛好家が集う「松
柏陶芸クラブ」。今回は丸山窯（穴
窯）を中心に、つぼや花器など自
慢の作品を集めました。

9/9（日）13：00 ～

市民会館川之江会館　大ホール

市文化協会
川之江地域芸能部門発表会

合唱、ダンス、バレエ、日舞、洋舞、
民謡、歌謡、尺八、三味線、大正琴、
詩吟、マジック、ハーモニカなど
市文化協会事務局（文化・スポー
ツ振興課内）　28-6043

9/16（日）15：30 ～（15：00 開場）

土居文化会館（ユーホール）

ニコニコおしゃべり
ワンコインコンサート
in しこちゅ～

一般 500 円、高校生以下 100 円
※全席自由
※事前のチケット販売は行いませ
ん。当日、受付で料金をお支払い
ください
土居文化会館（ユーホール）
28-6353

【出演】林　澄子さん（ピアノ）

9/23（日）9：00 ～ 15：00

※天候不良の場合 9/30（日）に順延

塩塚高原（愛媛県側）

高校生以上
30 名（先着順）
手袋、保険証、昼食
9/5（水）～
1,000 円（保険料）
　霧の森　0570-07-3111

ゆったり空中散歩体験！

パラグライダー体験会

※運動しやすく肌の露出が少ない服
装、運動靴（ハイカット推奨）でお
越しください
※当日の朝、必ず開催の可否を霧の
高原（72-3113）へご確認ください

期間中の週末に
は押し花の体験
も予定していま
す。自然の草花
に感じるぬくも
りをお楽しみく
ださい。
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「起立性調節障害」啓発用冊子の贈呈

　みなさん、こんにちは。

　8 月から国際交流員として働く

ことになりましたチェルシー・コ

リンズと申します。アイルランド

のゴールウェイ市から来ました。

アイルランドはウイスキーが有名

なところです。

　私は日本の文化、歴史、言語

にとても関心があります。特に漢字が好きで、漢字

は芸術だと思っています。私の好きな漢字は「刻」

です。みなさんの好きな漢字は何ですか？

　これから四国中央市でたくさんの人と出会い、新

しいことをたくさん学びたいです。そして、みなさ

んにアイルランドのことを紹介したいです。

　これからよろしくお願いします。

新しい国際交流員を紹介します！

広報10月号は
10/1（月）発行です

次号

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

ふるさとへの想い
　ある曲を聴くと、昔の風景がよみがえることがある。
自分にはそれが何曲もあり、その都度思い出されるの
は、ふるさとの風景や人である。それはinstagram（※）
よりも鮮明であり、時に動画であったりする。しかし
それほど離れているわけでもない。今年だけでもお正
月と 4月の祖母の法要、そして、お盆にも帰省した。
　しばしば、「ふるさとの風景は変わらない」といわ
れるが、自分の場合帰省する度に変わっている。通っ
ていた三島小学校前の道路は拡幅され、よく魚釣りを
した三島港の岸壁は埋め立てられ、愛犬の散歩をした
所には新庁舎が建築中である。ここ数年でもふるさと
の風景は変化している。何よりも実家の近所を歩いて
いる人が少なくなった。人口減少の影響だろうか。こ
れも大きな変化である。そう思うと「ふるさとの風景
は変わらない」というのは願望かもしれない。
　この「ふるさと」と唯一呼べる場所を離れて 30 年
になる。ただ、話す言葉は相変わらずであり、時折学
生からも指摘される。「先生は、関西の出身ですか」と。
彼らはイントネーションがおかしければすべて関西人
と思うようだ。なかにはピタリと当てる学生もいる。
話すと彼ら彼女らは瀬戸内出身であることが多い。や
はりわかる人にはわかる。時に四国中央市出身者に会
うとうれしくなるのは、年を重ねたからなのか、それ
とも自分にとってのふるさとが相変わらず大切な場所
だからなのだろうか。
　ずっと生まれ育った場所に住んでいると、その良さ
も悪さもわからないことが多い。海も山も近く、すぐ
近くに職場があるだけでも奇跡に近い。こういう風に
考えると四国中央市は恵まれている地域である。遊ぶ
場所が少ないと嘆く友達もいたが、都会の多くの人た
ちは自然を求めて何時間もハンドルを握る。四国中央
市は自然の中にある。非常にぜいたくな場所であると
長く離れるとつくづく思う。
※インスタグラム…スマートフォンで撮影した写真や動画を簡単に共有できるアプリ

石川　和男さん
（昭和 43 年三島宮川生まれ、鎌倉市在住）

専修大学商学部　教授

【主な経歴】
平成 9 年　相模女子大学専任講師・
　　　　　 助教授
平成 13 年　専修大学商学部専任講師、
　　　　　 助（准）教授
平成 21 年　専修大学商学部　教授
平成 22 年　東北大学にて博士号取得　7月 19 日 ( 木 )、ふじえだファミリークリニック

（中曽根町）の藤枝俊之院長から市内小・中学校の
教職員に、「起立性調節障害」の啓発用冊子 400 冊
が贈呈されました。藤枝院長は「理解されにくい病
気で、苦しんでいる子どもはたくさんいます。少し
でも多くの人に知って理解を深めてもらい、このま
ちの子どもたちが健やかに成長してくために役立て
てもらえたらと思います」と話していました。

　

　今年も子どもたちの読書
活動推進のため、西川建設
株式会社（西川友義代表取
締役・金生町下分）から、
たくさんの本を三島図書館
と川之江図書館へ寄贈して
いただきました。

西川建設株式会社　児童書寄贈
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